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2015  WINTER

■ 新年のご挨拶
　・神田  武会長
　・井戸敏三兵庫県知事
　・協会顧問

■ 平成27年 新年交礼会

寝ても覚めても考える！寝ても覚めても考える！

株式会社ノーリツ 明石本社工場
ノーリツコンタクトセンター 県 庁 だ より 平成26年度協会事業

新会員だより

特別対談

企業見学会

REPORT
「学ぶこと」と「働くこと」をつなぐ
高校生インターンシップ
職業体験レポート

株式会社ノーリツ 代表取締役社長 兼 代表執行役員  國井 総一郎
一般社団法人 兵庫県空調衛生工業協会 会長 神田 武

経営と現場の一体感を醸成し変革を進める。
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た
し
ま
り
あ
で
候
気
い
し
厳
さ
寒
は
旦
元
年

た
れ
ら
え
迎
を
年
新
な
か
や
健
は
て
し
ま
れ
か
お
に
様
皆

。
す
ま
げ
上
し
申
び
慶
お
と
こ

し
優、
羊
は
支
干
の
年
今

　

一
い

を
と
こ
す
ま
り
あ
で
年

。
す
で
ろ
こ
と
う
願

昨

　

年
12

が
政
国
の
党
両
明
公
・
民
自
で
挙
選
総
の
月

ス

き
大
に
策
政
の
生
創
方
地
せ
わ
合
と
策
政
済
経
る
よ
に

。
す
ま
い
思
と
い
た
し
を
待
期
く

　

か
災
震
大
路
淡・
神
阪

ら
20

ま
り
な
と
年

。
す
も
う
復

を

興
復
も
で
ま
つ
い。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
え
考
は
々
我

す
（術

の
ど
て
け
向
に
来
未
も
体
自
会
協
て
せ
わ
合、
え
考
を）
べ

産
生
衛

づ
業
産
た
け
向
に
世
後
て
し
と
業

り
く

会
協
の
こ、

と
い
た
し
指
目
を
り
く
づ
会
協
る
な
に
せ
幸
が
な
ん
み、
て

。
す
ま
い
思

者
年
若
に
常
え
考
を
ス
セ
ロ
プ
の
成
育
材
人
年
若
も
て
い

、
り
く
づ
境
環
う
い
と
い
た
し
事
従
に
業
産
生
衛
調
空
が

の
校
高
業
工
て
し
を
い
願
お
に
業
企
員
会
会
協
ら
か
年
昨

。企
員
会
て
し
を
い
願
お
に
校
高
業
工
で
下
県
全
も
年
今

た
い
を
い
願
お
く
し
ろ
よ
で
の
す
ま
い
思
と
い
た
い
行
に
的

。
す
ま
し

今

　

一
年

一
い

り
あ
で
年

い
と
つ
さ
い
あ
ご
の
年
新
て
し
ま
し
た
い
念
祈
を
と
こ
す
ま

。
す
ま
し
た

本年度開催の行事参加の様子をご紹介しています。
上段左から　新年交礼会/神戸市東水環境センター
中段左から　ダイキンHVAC展視察会/経営開発
研修会/ノーリツ見学会
下段左から　ダイキンHVAC展視察会/第39回通
常総会

新春号／表紙
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支
別
特
ぎ
さ
ら
し
路
姫
立
県
庫
兵

て
い
つ
に
業
事
備
整
　
　
　
　
　
　
　

。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お
て
し
ま
け
あ
年
新

　

を
目
節
の
年
十
二
ら
か
災
震
大
路
淡・
神
阪、
は
年
今

　

発
を
訓
教
と
験
経
た
得
ら
か
害
災
の
有
曾
未。
す
ま
え
迎

庫
兵
た
き
て
げ
遂
し
成
を
興
復、
に
も
と
と
る
け
続
し
信

。
か
ん
せ
ま
り
あ
は
で
う
よ
し
と
年
の
機
好
る
す
揮
発

人。
た
し
ま
り
ま
固
が
制
体
な
た
新
の
政
国、
末
年
昨

　

生
創
方
地
ど
な
正
是
の
中
集
極一
京
東
や
服
克
の
少
減
口

る
す
導
主
が
方
地、
そ
こ
今、
て
け
向
に
化
格
本
の
き
動
の

生
を
性
様
多
の
庫
兵。
す
で
時
き
べ
る
め
進
を
り
く
づ
国

き
い
て
し
く
尽
を
力
全
に
展
発
の
域
地
る
あ
性
個、
し
か

。
保
確
の
心
安
全
安、
は一
第

　

を
害
災
雨
豪
の
月
八
年
昨、
か
ほ
の
策
対
波
津、
震
地

　

〇
二、
た
ま。
す
ま
し
化
強
を
え
備
のへ
害
水
風
た
え
ま
踏

、
や
実
充
の
療
医・
護
介・
祉
福
た
え
据
見
を
題
問
年
五
二

会
社
域
地、
て
し
応
対
に
題
課
の
ど
な
者
齢
高
や
も
ど
子

。
す
ま
し
保
確
を
心
安
の
し
ら
暮
の
で

」
造
創
の
気
元
と
心
安
全
安
「

事
知
県
庫
兵

　
　
　
　
　
　

。
済
経
域
地
る
あ
力
活、
は
二
第

　

化
ド
ン
ラ
ブ、
興
振
の
業
農
の
て
し
と
業
産、
や
成
育
の
業

若、
性
女、
せ
わ
あ
と
実
充
の
境
環
て
育
子。
す
ま
め
進
を

を
加
参
会
社
の
材
人
な
様
多
ど
な
者
害
障、
者
齢
高、
者

。
す
ま
し
ざ
め
を
化
性
活
の
会
社
少
減
口
人、
し
促

。
造
創
の
気
元
の
域
地、
は
三
第

　

拡
流
交
の
と
外
内
と
化
性
活
域
地、
り
よ
に
ど
な
催
開
の

。
す
ま
り
図
を
大

　

礎
基
を
み
歩
の
興
復
の
間
年
十
二
と
着
愛
の
へ
と
さ
る
ふ

題
課
る
す
面
直
で
動
行
の
導
主
域
地
と
想
発
な
軟
柔、
に

　す
ざ
め
を
来
未
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越
り
乗
震
地
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夫
孝

　

ス
の
年
一
に
た
新
ろ
こ
こ
え
迎
を
春
新
な
か
や
わ
さ

本、
が
す
で
会
議
県
庫
兵
た
し
せ
が
騒
お
変
大
は
年
昨

　
年

役
る
た
範
模
の
会
議
方
地
て
し
か
活
を
度
名
知
の
そ
は

選、
れ
さ
任
信
は」
正
是
を
中
集
極
一
の
京
東
・
生
創
方
地
「

。
す
で
年
す
出
き
動
て
け
向
に
現
実
の
そ
よ
い
よ
い
は
年
本

し
押
に
面
前
を
性
個
や
性
域
地
に
上
以
で
ま
今
も
県
庫
兵

的
主
自
て
け
向
に
現
実
の
そ、
き
描
ら
自
を
望
展
た
し
出

今
ら
れ
そ
た
ま。
ん
せ
ま
り
な
ば
ね
わ
行
を
み
組
り
取
な

防、
理
管
持
維
の
ラ
フ
ン
イ
存
既
る
あ
で
盤
基
展
発
の
後

計
統、
日
今
る
す
感
実
を
化
少
減
口
人
る
え
支
を
済
経

　

０
５
０
２
は
口
人
産
生
働
労
に
特
り
お
て
し
定
確
は
口
人

さ
想
予
と）
減
人
万
０
０
０
３
（人
万
０
０
１
５
は
で
年

働
労
×
額
産
生
値
価
加
付
（P
D
G
然
当。
す
ま
い
て
れ

実
を
済
経
な
か
豊。
す
で
の
い
な
び
伸
は
で
通
普
は）
口
人

る
れ
わ
ら
捕
に
標
指
一
は
に
め
た
る
す
に
う
よ
る
き
で
感

提
活
生
的
業
企
や
計
設
度
制
的
治
政
な
た
新、
く
な
と
こ

工
生
衛
調
空
県
庫
兵。
ん
せ
ま
り
な
て
く
な
し
行
実
を
案

て
め
進
ら
が
な
得
を
力
協
ご
と
解
理
ご
の
様
皆
の
会
協
業

げ
上
し
申
念
祈
御
を
事
す
ま
り
な
に
年
い
し
ら
晴
素
て
し

。
す
ま
し
致
と
拶
挨
御
の
頭
年

県
庫
兵、
は
素
平。
す
ま
げ
上
し
申
を
び
慶
お
の
年
新
で
ん
謹
　

力
協
ご
と
解
理
ご
に
進
推
の
政
行
り
く
づ
ち
ま
け
わ
り
と、
政

。
す
ま
げ
上
し
申
礼
御
く
厚
り
賜
を

ら
か
災
震
大
路
淡
・
神
阪、
は
年
今、
て
さ
　

迎
を
目
節
の
年

と
る
け
続
し
信
発
を
訓
教
と
験
経
な
重
貴
の
災
震
大。
す
ま
え

フ
ラ
ト
海
南
る
れ
さ
念
懸
が
生
発
も
に
半
前
紀
世
今、
に
も
と

必
む
組
り
取
に
た
新
も
ち
持
気、
く
べ
る
え
備
に
等
震
地
大
巨

震
耐
の
物
築
建、
ず
ま、
め
た
の
そ。
す
ま
い
て
え
考
と
る
あ
が
要

加
に
援
支
の
へ
化
震
耐
の
宅
住
の
で
ま
れ
こ。
す
ま
し
進
推
を
化

と
る
す
討
検
を
等
導
誘
の
へ
え
替
建
の
宅
住
い
低
の
性
震
耐、
え

物
築
建
用
利
数
多
模
規
大
の
等
院
病、
館
旅、
ル
テ
ホ、
に
も
と

。
す
ま
き
い
て
め
進
を
化
震
耐
の

化
齢
高、
備
整
再
の
街
店
商
や
辺
周
駅
宮
三、
て
せ
併
た
ま
　

て
め
進
を
討
検
た
け
向
に
生
再
の
地
団
宅
住
型
外
郊
む
進
が
等

年
昨、
も
て
い
つ
に

進
推
の
策
対
等
家
空
「た
れ
さ
布
公
に
月

空、
理
管
正
適
の
家
き
空、
き
づ
基
に」
法
置
措
別
特
る
す
関
に

た
あ
に
年
周

」
想
構
島
来
未
境
環
じ
わ
あ
「に
も
と
と
緑
花
の
路
淡。
す
ま
り

全、
に
め
た
る
す
信
発
を
力
魅
の
食
た
し
と
心
中
を
島
路
淡、
や

月
3
を」
ア

ご
の
様
皆
て
げ
あ
を
島
全。
す
ま
し
催
開
ら
か
日

。
す
ま
し
た
い
ち
待
お
を
場
来

り
い
ま
て
し
指
目
を
り
く
づ
ち
ま
い
し
ら
庫
兵、
も
と
後
今
　

新、
し
い
願
お
う
よ
す
ま
り
賜
を
力
協
ご、
援
支
ご、
で
の
す
ま

。
す
ま
き
だ
た
い
て
せ
さ
と
拶
挨
ご
の
年

員
議
院
議
参

松
末

 

介
信

申
を
び
慶
お
で
ん
謹
り
た
あ
に
春
新
の
年
七
十
二
成
平

　

。
す
ま
げ
上
し

か
て
し
た
果
を
選
当
の
目
度
二
が
私
で
げ
か
お
の
様
皆

　

幹
党
民
自
は
に
月
九
年
昨
た
ま。
た
し
ま
ち
た
が
年
五
ら

連
県
党
は
で
県
庫
兵。
た
し
ま
し
た
い
命
拝
を
理
代
長
事

役
な
要
重
の
党
も
れ
ず
い、
が
す
ま
り
お
て
め
務
を
長
会

、
と
物
賜
の
援
支
ご、
持
支
ご
の
様
皆
の
素
平、
り
あ
で
職

。
す
ま
げ
上
し
申
を
礼
お
く
厚

障
保
会
社
と
税
の
で
中
の
会
社
化
齢
高
超、
は
々
我
今

　

一
の

権
衛
自
的
団
集、
移
推
の
渉
交
P
P
T
や
革
改
体

、を
題
問
た
し
う
こ。
す
ま
い
て
し
面
直
に
題
課
な
き
大
な

ク
ミ
ノ
ベ
ア
す
指
目
を
生
再
済
経、
も
に
め
た
る
す
決
解

に
実
着
を
略
戦
長
成
る
す
起
喚
を
資
投
間
民、
に
軸
を
ス

。
す
ま
り
あ
が
要
必
く
い
て
し
行
実

、
幸
多
ご
の
々
益
と
安
平
ご
の
様
皆
の
年
一
の
こ、
に
び
結

せ
さ
え
か
に
拶
挨
の
頭
年、
て
し
ま
し
致
念
祈
を
栄
繁
ご

。
す
ま
き
頂
て

県
庫
兵

長
部
り
く
づ
ち
ま

町
大

 

勝

新 年 のご 挨 拶平成27年
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成
平

　

月
１
年

各
下
県、
と
賓
来
ご
の
数
多、
日

参
ご
の
様
皆
の
員
会
た
し
ま
い
さ
だ
く
集
参
ご
り
よ
地

年
昨。
た
し
ま
し
催
を
会
礼
交
年
新
に
大
盛、
と
も
の
加

総、
て
に
戸
神
ス
レ
パ
ン
ウ
ラ
ク
ル
テ
ホ、
き
続
き
引
に

ま
り
な
と
会
礼
交
年
新
る
よ
に
会
司
の
氏
田
和
員
委
務

を
問
顧、
事
知
三
敏
戸
井、
後
の
拶
挨
長
会
田
神。
た
し

変
大
ら
か
々
方
の
党
政
各、
々
方
の
員
議
る
れ
ら
め
務

、
て
し
そ。
た
し
ま
し
戴
頂
を
辞
祝
ご
る
あ
の
蓄
含

本
吉

幕
開
が
会
礼
交
で
声
発
ご
の
杯
乾
の
事
知
副

後
午。

同
員
会、
た
ま、
員
会
と
賓
来
ご、
で
ま
め
締
中
の
時
７

。
た
し
ま
れ
ら
げ
広
り
繰
が
流
交
な
か
や
和
の
士

し
生
誕
が
役
締
取
表
代
の
継
後
の
名
2
は
で
会
協
当

　

と
員
会
新。
た
し
ま
り
あ
が
介
紹
て
に
場
会
同、
り
お
て

終
最、
は
介
紹
の
方
の
員
会
正、
員
会
助
賛
た
れ
ら
な

】）
略
称
敬
・
動
不
順
（賓
来
ご
な
主
【

事
知
県
庫
兵
　
三
敏
戸
井

事
知
副
県
庫
兵
　
之
知
本
吉

員
議
会
議
県
庫
兵
　
夫
孝
田
藤

員
議
会
議
県
庫
兵
　
ろ
ひ
か
た
塚
大

裕
　
口
野

　 

員
議
会
議
県
庫
兵

司
誠
岡
富

　

）
当
担
術
技
（事
理
県
庫
兵

荒

一
木

聡
　

者
理
管
業
企
営
公
県
庫
兵

勝
　
町
大

　

長
部
り
く
づ
ち
ま
県
庫
兵

子
順
谷
梅

　

長
部
境
環
県
庫
兵

 

雄
正
南
小

　

長
局
築
建
宅
住
部
備
整
土
県
県
庫
兵

　
因

洋
一 

　

長
課
備
設
長
局
築
建
宅
住
部
備
整
土
県
県
庫
兵

朗
義
村
中

長
部
当
担
備
設
局
市
都
宅
住
市
戸
神
　

　
　

】
役
締
取
表
代
の
継
後
【

社
会
式
株
　
健
　
藤
近

  社
会
式
株
　
寿
　
内
竹

  

所
業
工
内
竹

新年交礼会ご挨拶・ご祝辞



回答をするという状況でした。『自信と誇りを
持てる会社』にするために3つのことに取り組
み始めました。1つ目は経済的価値の追求、2
つ目が社会的価値の追求、3つ目にノーリツ
らしさの追求でした。まずは、売上高を増やす
ことによってでなく経営構造改革で黒字をと、
固定費削減により赤字を脱却。一方で国内・
海外での成長分野への取り組みを進めまし
た。そして、3つの笑顔プロジェクトを掲げ社
会的価値を追求、障害者雇用や朝来市との
連携での間伐事業への参加、浴育・食育など
のイベントに取り組んでいます。なかでも、
CO2排出量を15％も削減する環境にやさし
い商品を販売した利益の中から健全な森林
をつくる間伐に寄付をする活動は、まさに本
業を通じた社会貢献だと自負しております。
東日本大震災時には、被災された方への支援
として義援金だけでなく、シャワーブースを
12台提供。プライベートな寛ぎのスペースの
提供が評判となり世間からもノーリツらしい
支援として高い評価を受けました。
　また、社員が生み出す商品やサービスを通
してノーリツらしさというブランドを創ってい
くことも追求しています。堀北真希さんを起用
するなどテレビコマーシャルは4年目を迎え
ます。コマーシャルはお客様へのメッセージ
でもありますが、当社の場合、ES向上を主な
目的にしています。お父さんの会社だねとの
子供からの声で、社員が自信と誇りを持つこ
とが、ブランド力向上に結果的につながるよう
に思います。現在のアンケートでは、幹部社
員の7割が将来に夢を持てると回答している
こともその表れだと感じています。
神田　社員の方がそのような変化を遂げら

れたことは素晴らしいと思います。当協会も社
団法人化して36年が経ちますが、少しずつ社
会貢献についても会員の方に理解していた
だけるようになりました。社会貢献は個人で
はなかなかできませんので、団体として取り
組んでいきたいと思っています。

國井　私は従業員に対して、ノーリツはどん
なことで社会に貢献していると思うかと質問
することがあります。すると、創業の原点である
『お風呂は人を幸せにする』という言葉の通
り、ライフラインに直結したお湯を提供してい
ることで社会に貢献しているという返事をもら
い、私たちは素直に良いものを売っていると
感じました。こんな話を仲間同士ですることも
大切だと思います。障害者雇用もそうですが、
いろいろなアイデアは全てボトムアップ、社員
からの提案です。できるだけ拒否せず活かし
ていき、提案が上がる風土をつくっています。

神田　世界戦略など今後の展開についてお
話いただけますか。
國井　国内の市場が縮小していくのは当然
なので海外は最重点と考えています。強みを
活かし、改革を進め一気に伸ばしていきたい
と思います。その際、まず大切なのは、ノーリ
ツの社風に合うことです。昨年、経営統合した
中国の子会社｢櫻花衛厨股份有限公司｣には
非常に熱心に取り組んでもらっています。
神田　本当に良いお話をお聞かせいただき、み
んなの勉強になったと思います。本日は貴重なお
時間をいただき、本当にありがとうございました。

経
営
と

場
現

一
の

感
体

を
醸
成
し

ボトムアップの風土

思いが大切なのは海外でも同じ

談
対
別
特

え
考
も
て
め
覚
も
て
寝

る
！
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（敬称略）

経
営
と

場
現

一
の

感
体

を
醸
成
し

昭和51年3月姫路工業大学（現兵庫県立大学）
工学部卒業後、昭和51年4月株式会社ノーリツ
入社。西東京支店長、ロケットボイラー株式会社
代表取締役社長、株式会社ハーマン代表取締役
社長を経て、平成21年9月現職に就任。

國井 総一郎
株式会社ノーリツ
代表取締役社長 兼 代表執行役員

日13月7年82和昭 ： 日月年生
出 身 県庫兵 ： 地



神田　平素はノーリツブランドの素晴らしい
製品を我々にご提供いただき、日々感謝いた
しております。先般、工場見学をさせていただ
きましたが、一人ひとりの社員さんが本当に
ノーリツブランドをまさに身につけているよう
で、社長の経営方針が隅々までいきわたって
いることを感じました。本日は経営方針やご趣
味等をお話いただきたいと思います。まずは、
経営をする上で最も重視されていることをお
教えください。
國井　皆さんも同じだと思いますが、緻密に中
期の経営計画を進められていると思います。
ところが、どこかで環境の変化が生じて必ず壁
にぶち当たることがあります。その時に壁を突
き破れるかどうかでトップ組織の力量がわか
ります。リーダーが目標に対するこだわりや思
いを部下に語り、部下と共有し、うまくチーム
ワークが取れているがどうかだと思います。よ
く人を動かし、組織や会社を動かす人間は必
ずしもエリートなのではなく、本当に自分の夢
や目標を持ち、それにこだわる情熱のある人、
寝ても覚めてもそのことを考えている人なの
です。私はそれを『思いのマネジメント』と言っ
ているのですが、私が経営の目標を諦めたら
会社も目標を達成できないのと同じで、論理
的に進めるだけでなく思いを伝え、思いを
持って教えることが非常に重要だと考えてい
ます。
神田　私自身もそう考えていますので、今の
お話をお伺いして私自身に再度自信を持った
ような思いです。教科書の外は、思いや情熱が
なければうまくはいかないものです。

國井　創業者の太田はよく言っていました。
創業時は決して優秀な人材は取れなかったけ
れど、入ってきた人間がみんな寝ても覚めても
やってくれたから当社は伸びたのだと。それは
創業者の思いに従業員が共鳴してついていっ
たからだと思います。まさに、人間力です。
神田　経営方針の一番根幹にあるものをお
聞かせいただき、ありがとうございます。

神田　継承、つないでいくことに関してみんな
苦労をしていると思います。継承していく上で
何かヒントになることがあればお教えください。
國井　当社は、変革をテーマに進めています。
変革には2種類あり、1つ目は現状の延長線
上の連続的な変革、2つ目は非連続の変革で
す。当社は厨房ブランド統一など国内事業は
現状の延長線上での変革を行ってきました
が、今後は外部環境の変化に左右されない収
益体質を作っていなければいけません。
　また、海外事業ではM&Aなど非連続の変
革を行うことで大幅に躍進しました。現状はこ
の2つの変革を組み合わせて経営基盤の安
定と持続的成長を図っています。
神田　立ち止まるくらいならば足踏みしてお
け、と昔からいわれている通りです。独創的で
画期的なスマートコンロは社長の意向をきち
んと把握し開発された商品だと思います。

國井　私が社長に就任したのは2009年9月。
当時は07、08年と2期連続で当期赤字に陥っ
ていました。社員満足度調査も幹部の4人
に3人が会社の将来に希望が持てないという

変

を
革

進
め
る
。

井
國
る
え
迎
を
目
年
七
ら
か
任
就
長
社
役
締
取
表
代

一
総

思いを伝え、思いを持って教える

連続的、非連続的な変革の組み合わせ

自信と誇りを持てる会社
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❶ 体を動かして運動をするようにしています。

❷ 寝ても覚めても考える。

❸ お寿司・お好み焼き

❹ 野球・ゴルフ。昨年60歳になったので、
　 年に60回ラウンドしたい！

國井社長

❶ 感謝をしながら、会社と家のトイレ掃除をしています。

❷ 才覚・算用・始末

❸ 但馬牛

❹ マラソン・ピアノ。週に3回は走ることと、
 　出社前に5分間ピアノを弾くこと！

神田会長

変

を
革

進
め
る
。

お二人に
聞きました

❶ 毎日欠かさずに
 　やっている習慣は？
❷ 座右の銘
❸ 好きなものは？
❹ 趣味

神田 武
一般社団法人
兵庫県空調衛生工業協会
会長
株式会社 但馬近畿工業
取締役会長
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会
社
る
す
化
変
く
し
激、
く
し
著
が
新
革
術
技
　

観
業
職
・
観
労
勤
や
識
意
路
進
の
徒
生、
て
い
お
に

的

な

識
知

や
技
術
、

て
し
通
を
と
こ
る
れ
触
に
能
技

、

意
や
度
態
る
す
定
決
を
路
進
に
的
体
主

志
、
欲
意

培
を
ど
な

で
の
と
こ
う

き

育
教
る

、
て
し
と
動
活

。
す

れ
す
も
と

ば
、

こ
く
働
「

」
と

が
り
な
に
遠
疎
と

の
め
た
く
い
で
い
な
つ
を」
と
こ
く
働
「と
」
と
こ
ぶ

。
す
で
験
体
な
重
貴

そ、
り
お
て
し
加
増
々
年
は

一
の

図
を
実
充
の
層証

検
く
か
細
を
状
現
は
に
め
た
る

、
し

明
を
題
課

ま
り
あ
が
要
必
る
す
に
か
ら

す
。ま

、
た

機
係
関、
せ
わ
合
ち
打
の
容
内
る
せ
さ
験
体、
保

例
事
み
組
り
取
の
校
学
各、
携
連
の
と
体
団
・
関

域
地、
徒
生
や
科
学、
校
学、
し
集
収
を
報
情
の
等

ま
踏
を
情
実
の
所
業
事
の

ら
が
な
え

の
そ、

ら
ね

や
い

形
・
容
内
施
実

を
ど
な
態

て
し
施
実
し
討
検

路
進
の
後
事
・
前
事、
は
に
る
な
と
験
体
る
れ
ら
得

。
す
で
要
必
も
実
充
の
習
学　

業
企
間
民
は
年
今

庁
官、
社

計
の
社

社受
に
際
実。
た
し
ま
し
い
願
お
を
入
受
の
徒
生
に

は
の
た
し
出
を
頼
依
入

1,

す
ま
び
及
に
社
0
0
0

び
及
も
に
割
1
は
の
た
い
だ
た
い
を
答
回
初
当、
が

ま
系
気
電
ら
か
業
設
建
は
に
業
企
入
受。
ん
せ
ま

稚
幼
は
に
庁
公
官、
り
あ
が
ろ
こ
と
な
ま
ざ
ま
さ
で

て
れ
ま
含
も
ど
な
隊
衛
自、
防
消、
設
施
護
介
や
園

徒
生
の
数
複
け
だ
る
き
で
は
に
業
企
入
受。
す
ま
い

隊
衛
自、
し
い
願
お
を
入
受
の

企
入
受
多
最、
名

、
り

け
受
が
員
全
名
4
8
1

。
た
し
ま
り
な
に
と
こ
る
け
だ
た
い
て
れ
入

始
を

た
め

平
が
の

成

で
の
な
ら
か
頃
年

れ
こ、
が
す
で
満
未
年

に
中
み
休
夏
は
で
ま

で
け
だ
者
望
希
の
後
前
名

以
間
週
2
も
間
期、
で
験
体
業
就
期
長
る
す
施
実

に
員
全
は
当
本。
た
し
で
ち
ま
ち
ま
と
月
か
１
上

る
な
と
皿
け
受
も
ら
が
な
い
思
と
い
た
せ
さ
験
体

出
み
踏
か
な
か
な
で
変
大
が
の
す
探
を
様
所
業
事

で
下
県
庫
兵。
た
し
ま
り
あ
も
分
部
た
き
に
ず
せ

産
山
篠、
校
高
業
工
磨
飾
と
校
高
業
工
路
姫
は
の

業
工
崎
尼
ら
か
年
今、
校
高
業
実
本
洲、
校
高
業

対
絶
が
数
半
は
で
校
高
業
工。
す
で
校
５
の
校
高

の
割
8、
7
は
で
校
高
業
工
崎
尼。
す
ま
し
職
就
に

就
後
の
そ
も
て
し
に
る
す
学
進、
し
職
就
が
徒
生

う
よ
の
昔、
が
す
で
然
当
は
の
る
て
育
を
ち
た
供
子

な
が
の
も
う
い
と
目
の
り
周、
人
の
所
近
や
域
地
に

ば
れ
け
い
て
て
育
を
ち
た
供
子
で
部
全
て
い
だ
た

の
る
あ
が
差
も
て
い
お
に
模
規
は
に
業
企
入
受

　

わ
関
に
検
点
や
場
の
り
く
づ
ノ
モ
の
際
実、
が
す
で

い
て
し
を
せ
任
お
に
業
企
入
受
は
こ
そ、
が
す
で
の

業
作
全
安
は
に
際
る
す
を
習
実
も
で
校
学。
す
ま

し
導
指
と
い
な
け
い
は
て
く
な
し
を
意
注
番
一
に

て
き
で
は
底
徹
の
ど
ほ
場
現
の
際
実、
め
た
る
い
て

た
い
な
し
に
駄
無
を
力
協
の
業
企
入
受。
す
ま
い
て

地
は
か
つ
い、
せ
さ
け
つ
を
力
に
材
人
い
若、
に
め

。
す
ま
い
て
え
考
と
に
う
よ
る
き
で
献
貢
に
元

。
す
ま
い
て
し
催
開
を
会
習

月

回
1
第
の
日

に
方
の
者
当
担
ら
か
業
企
の
間
民、
、
は
で
会
習
講

は
事
仕
や
義
意
の
と
こ
く
働、
き
だ
た
い
で
い
お
も

け
い
ば
れ
け
な
た
持
を
任
責、
か
の
な
と
こ
な
ん
ど

と
い
な
は
で
人
一、
り
ま
始
ら
か
と
こ
う
い
と
い
な

お
を
ど
な
味
意
の
験
体
業
就
た
め
含
を
と
こ
う
い

ン
イ
は
会
習
講
回
2
第。
た
し
ま
き
だ
た
い
話

実
に
日
6
月

、
し
施

を
さ
切
大
の
等
み
な
し
だ
身
・
装
服
・
拶
挨し

話
お

に
施
実、
ん
ろ
ち
も。
。
た
し
ま
き
だ
た
い

と
ン
イ
メ
を
と
こ
す
か
動
を
ち
た
徒
生
は
て
し
関

、
め
決
を
先
き
行
に
中
み
休
夏、
で
の
す
ま
い
て
し

う
い
と
る
す
を
認
確
り
取
を
ポ
ア
て
し
対
に
業
企

を
文
想
感、
後
了
終。
す
ま
い
て
し
に
切
大
を
験
経

た
の
会
表
発、
送
発
状
礼
め
と
ま
を
書
告
報
き
書

に
業
企
後
成
完
子
冊、
め
と
ま
の
子
冊、
備
準
の
め

徒
生
め
予
を
れ
流
う
い
と
結
完
て
し
参
持
に
礼
お

。
す
ま
い
て
し
示
提
は
に

　

み
組
に
業
授
に
的
画
計
で
年
学
各、
き
招
を
師
講

現
実
路
進
の
分
自
は
に
的
終
最、
ら
が
な
け
つ
に
身

備
準
て
め
含
も
学
進
て
し
と
段
手
の
つ
一
の
め
た
の

す

後
業
卒、
後
今。

3
、

、
科
各
を
方
輩
先
た
経
を
験
経
の
年
4

ク
各

4
ス
ラ

、

に
ル
デ
モ
う
い
と
た
し
を
と
こ
な
ん
こ、
れ
入
け
受

は
ず

一、

を
識
意
に
ん
さ
皆
で
と
こ
る
す
を
入
受
度

、
し
す
ま
い
て
え
考
も
て
し
と
会
員
委。
す
ま
い
思

出
も
話
う
い
と
う
よ
え
考
も
て
し
と
織
組
を
法
方

な
け
い
年
今
の
下
県、
と
る
な
う
そ。
す
ま
い
て

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
動
に
め
早、
き
だ
た
い
て

話
　
談

立
県
庫
兵

校
学
等
高
業
工
崎
尼

　
　
　
　

河
小

  

長
校
徹

高校生
インターンシップ
職業体験
レポート

協会事業

「学ぶこと」と
「働くこと」を
つなぐ

】
ト
ン
メ
コ
の
ら
か
会
協
【



2015  WINTER YUWA11

長
部
部
備
設
生
衛
調
空
役
締
取

　

文
秀

　岡
平

長
課
課
事
工
部
備
設
生
衛
調
空

　

哉
克

　橋
高

長
係
課
事
工
部
備
設
生
衛
調
空

　

浩
義

　城
新

任
主
課
事
工
部
備
設
生
衛
調
空

　

　田
藤

一
将

長
次
部
備
設
ス
ガ

　
　
　
　
　

　

洋
有

　野
大

は
ん
さ
皆
の
生
学、
の
の
も
る
有
は
差
人
個

　

も
事
う
言
と
ん
さ
生
学
の
科
子
電。
た
し
ま
い

も
て
し
と
く
付
に
職
な
様
の
ど、
が
す
ま
い
思
と

そ。
事
る
れ
張
頑
に
的
極
積
と』
う
よ
み
て
し
験

。
す
ま
い
思
と
る
れ
成
に
者
術
技
の
真
ず
必
ら

て
来
も
に
界
業
備
設
生
衛
調
空
ら
た
え
ら
も
て

。
す
で
い
し
嬉
ら
た
け
だ
た
い

 

き
べ
る
え
教
を
何
・
か
何
は
と
事
仕、
為
う
行
を

え
考
を
事
仕
の
ら
自、
り
よ
に
事
る
え
考
を
か

谷
渋

一
は
段
普。
験
体
業
職
の
来
以
時
の
学
中

緊
で
の
た
し
で
事
仕
お
の
で
場
現
い
無
の
係
関
切

に
ろ
こ
と
い
な
ら
入
ち
立
段
普、
が
た
し
ま
し
張

験
経
い
い
も
て
と。
た
し
ま
り
あ
山
沢
が
さ
白
面

た
し
ま
り
成
に

!!

崎
宮難

場
現
事
工
は
段
普。

の

す
で

、
が

良
て
来
出
が
事
る
見
に
際
実

で
す
。

溝
横

体
具
ず
ら
解
が
事
う
い
と
備
設
は
初
最

ま
い
思
と
か
の
る
す
に
風
う
い
う
ど
を
事
仕
な
的

工
ス
ガ
や
備
設
調
空
て
し
通
を
間
日
５、
が
た
し

事
仕
い
ご
す
も
て
と
ど
け
だ
味
地
ど
な
事
仕
の
事

。
た
し
ま
い
思
と
だ

本
宮

改
院
病。
た
し
ま
び
学
を
か
の
な
事
な
様
の
ど
は

も
て
と
来
出
が
事
く
行
に
所
い
な
来
出
が
事
る
見

。
た
し
ま
り
成
に
験
経
い
良

一

た
分
自
で」
験
体
の
管
配
水
排
給
「の
で
日
終
最
は

。
た
し
ま
し
動
感
く
凄
り
が
上
も
圧
水、
り
通
が
水

辺
渡

び
学
を
事
な
々
色
は
で
社
会
の
ら
ち
こ

現
に
見
を
事
工
ス
ガ
や
道
水
も
に
他、
い
ら
も
て

。
た
し
ま
り
成
に
験
体
な
重
貴
に
当
本、
き
行
に
場

今
く
ご
す、
が
た
し
で
間
期
い
短
う
い
と
間
週
１

。
た
し
ま
し
が
気
な
う
そ
せ
か
生
に
後

協会事業

研修風景

伊丹産業設備株式会社
伊丹市北本町２丁目２５５番地
代表取締役 北嶋　一郎

■ 受入人数 : 5名
■ 受入日程 : 平成26年11月10日（月）～14日（金）

■事業内容　管工事業

　長
課
課
事
工
部
備
設
生
衛
調
空

橋
高

 

哉
克

高校生インターンシップを受け入れました ❶

◆
者
当
担
入
受
◆

電子科・２年
左下から 宮本 大雅くん、横溝 涼くん、
　　　　渡辺 援くん
左上から 渋谷 直樹くん、宮崎 瑶介くん

インターンシップ（実習）日程表  2014年11月10日～14日
日 時間 場所 内容 担当者

: ̃
:

【挨拶】生徒自己紹介、常務挨拶、
　　　実習予定の概略説明及び受け入れ担当者の紹介
　　　1週間のタイムスケジュール詳細説明

: ̃
:

本社
別棟会議室

【伊丹産業設備㈱の企業説明（業界説明共）】
 　　● 空調衛生設備工事仕事の流れ
　　　工事を受注するまで、施工引き渡し、保守メンテ
 　　● ガス設備工事の説明

平岡部長（空調衛生)
大野次長（ガス）

: ̃
: 本社　

【空調衛生設備部作業体験】
         見積もり体験、CAD作成・編集体験
         検査書類、竣工書類等事務所で見れる資料体験。
         作業日誌作成

高橋課長
新城係長
小川係長（空調衛生)

: ̃
:

空調衛生工事
現場体験

【現場での、業務内容を体験する】
         日AM：病院改修工事体験
　　　　 PM：集合住宅工事体験
         日AM：庁舎改修工事体験
　 　 　 　 　  ＊上記の見学他軽作業の体験
　　　　 PM：CAD作成
         作業日誌作成

【引率】
高橋課長
新城係長（空調衛生）

～ 【現場所長】
病院改修 本庄係長
庁舎改修 黒田係長

: ̃
:

ガス工事現場
現場体験

【現場での、業務内容を体験する】
         ＊各所現場の見学他軽作業の体験
         作業日誌作成

【引率】
大野次長

: ̃
: 本社　駐車場【配管体験】 ● 給排水配管 藤田主任（空調部）

: ̃
:

本社
別棟会議室２　

         作業日誌点検・報告書下書き完成（所見記載）
         作業の振り返り（フリートーク）、質疑応答
【挨拶】生徒さん、釜増常務

釜増常務
平岡部長
各スタッフ

釜増常務
平岡部長
各スタッフ

本社1F
応接室
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　長
次
部
務
工

洋
暢

　田
柴

な
ん
ど
は
で
界
業
備
設、
築
建。
す
ま
い
思
と
だ

あ
で
業
職
い
ら
づ
り
解
が
か
る
い
て
し
を
事
仕

は
で
の
い
き
大
も
安
不、
面
反
く
湧
が
味
興、
り

点
観
の
別、
又。
す
ま
え
考
と
だ
要
必
も
件
条
低

労
苦
の
親
両
に
前
る
な
に
人
会
社、
と
す
で
ら
か

以
校
学。
す
ま
い
思
も
と
は
で
の
る
来
出
謝
感
に

向
前
に
常
非
は
達
ん
さ
徒
生、
が
す
で
業
授
の
外

事
い
無
に
で
ま
今。
た
し
ま
え
伺
が
勢
姿
な
き

な
え
教、
れ
入
え
迎
に
剣
真
も
ら
ち
こ、
ら
か
う

。
た
し
ま
じ
感
と
い
な
ら
な
ば
れ
け●

う
ら
も
て
し
認
確
ね
概
を
容
内
務
業
の
社
会

　

ば
れ
な
に
針
指
の
路
進
ち
持
を
味
興、
り
よ
に
事

と
び
運
の
社
入
も
て
し
と
社
会、
又。
す
で
い
幸

く
な
で
け
だ
社
会。
す
ま
り
あ
が
差
な
き
大
は校

2

い
思
は
初
最
と
は
で
の
い
早
だ
ま
は
で
生
年

し
ま
め
改
え
考
と
い
遅
は
で
ろ
ご
今
の
年
来
に

伺
と
く
い
て
め
進
で
針
方
な
う
よ
の
こ
後
今。
た

入
受
に
的
極
積
も
て
し
と
社
会、
で
の
た
し
ま
い

と
い
た
き
い
て
え
整
を
制
体
に
う
よ
る
き
で
が
れ

。
す
ま
え
考

羽
丹

し
を
何
が
社
会
の
こ。
た
し
ま
来
に
社
会
ら
が
な

り
ま
ん
あ
は
初
最
も
て
れ
さ
明
説
を
か
る
い
て

た
つ
た
が
ち
に
日、
も
で。
た
し
で
ん
せ
ま
り
か
わ

。
た
し
ま
き
て

一
て

に
初
最
番

に
場
現
て
し
そ。
た
し
で
と
こ
う
い
と
い
ご
す
て

津
川

建、
は
の
も
た
得
て
い
働
で
社
会
間
日
５

防、
い
違
の
と
生
学
と
人
大、
部
内
の
で
場
現
設

く
て
し
接
く
し
優
に
ん
さ
員
社
る
い
て
い
働
で
社

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
知
を
み
た
が
り
あ
た
れ

あ
で
ま
る
な
に
人
会
社

一
と

ず
れ
忘
を
験
経
の
回
今

一
に

社
な
派
立
後
半
年

。
す
ま
り
な
に
人
会

 

だ
く
て
え
教
を
事
い
な
ら
か
わ
ろ
い
ろ
い、
回
今

一
ろ

ろ
こ
と
い
な
れ
入
が
人
の
般

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ、
り
さ

研修風景

三神工業株式会社
神戸市中央区磯辺通2丁目1番11号

代表取締役  坂井　貢

■ 受入人数 : 2名
■ 受入日程 : 平成26年11月10日（月）～11月14日（金）

■事業内容　管工事業

　長
次
部
務
工

田
柴

 

洋
暢

科
械
機

・

　年
２

羽
丹

 

勝

、
ん
く

 

津
川

 

博
貴

ん
く

高校生インターンシップを受け入れました ❷

◆
者
当
担
入
受
◆

インターンシップ（実習）日程表  2014年11月10日～14日
日 時間 場所 内容 担当者

: ̃
: 【挨拶・紹介】

: ̃
:

本社2F
会議室

【研修内容説明】
 　　●研修内容の説明（社内作業、現場実習等）　　　
 　　●三神工業㈱の企業（業種）説明
　　　 当社 会社案内、営業内容説明等　　　　　　　　
 　　●建築工事における設備の役割及び重要度説明
【研修内容説明】
 　　●図面管理及び顧客サービス
　　　（ワークシェルフ、ライブラリー入力
 　　●CAD操作、コンピュータ操作実習
　　　 おに備設築建（）度程スーレト築建（ けるＯＡ化）
　　　翌日よりの実習現場へ事前訪問

杉本部長（工務)

: ̃
: 本社3F

三木主任（工務）
齋藤主任（工務）

杉本部長（工務)

: ̃
: 作業所

【現場での、一日の業務内容を体験する】
 　　●顧客、ゼネコン対応等同行
　　　　　事前打合せ
　　　工事手配（材料、人員、外注等）
　　　工事立会い
　　　完了確認
        ＊実際の工事現場に入場します。気を引き締めて！

～

: ̃
: 本社3F 【現場実習内容のまとめ】 　　●写真、資料等

三木主任（工務）
齋藤主任（工務）

本社２F
会議室 杉本部長（工務)

柴田次長（工務)

: ̃
: レポート作成・質疑応答等

社長本社5F
応接室

左 川津くん、中央 丹羽くん、
右 担当 渋谷
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部
備
設
築
建

 

者
任
責

 　

也
勝

　藤
佐

高。
た
し
ま
れ
ら
こ、
が
君
汰
龍
谷
真、
君
樹
元
田

に
う
よ
の
ど
も
て
し
と
社
当
で
と
こ
う
い
と
生
校

な
ん
ど、
又、
か
う
ら
も
て
し
解
理
を
容
内
の
事
仕

し
ま
み
悩
し
少
か
く
だ
た
い
て
し
み
組
取
に
事
仕

事
仕
で
内
社
は
で
界
業
の
々
我
も
の
う
い
と。
た

の
い
多
が
と
こ
る
す
業
作
で
場
現
も
り
よ
る
す
を

場
現
事
工
に
め
た
く
だ
た
い
て
し
握
把
を
事
仕
で

も
て
し
い
伝
手
お
で
ち
持
気
る
す
学
見
に
心
中
を

。
た
し
ま
い
ら

と
人
の
上
年、
人
会
社
し
少
も
と
人
２
は
初
最

　

面
た
し
張
緊
ら
か
と
こ
い
な
少
も
会
機
る
す
接

気
元
く
る
明
と
く
い
て
し
話
会、
が
た
し
で
ち
持

、
た
し
ま
れ
ら
け
受
見
が
じ
感
う
い
と
生
校
高
な

ら
か
今
ど
け
い
た
り
な
に
士
事
工
気
電
「ば
え
例

る
か
儲
く
よ
は
事
仕
の
こ
？
か
す
で
要
必
は
格
資

気
囲
雰
な
う
よ
る
え
言
も
談
冗
と」
？
か
す
で
ん

ま
い
思
と
た
め
組
り
取
に
容
内
事
仕
て
し
心
安
で

。
す

、
設
移
ら
か
品
検、
れ
入
受
の
物
荷
は
で
場
現

　

を
間
時
問
質
の
と
員
社
生
年
２、
１
の
社
当
が
と

い
思
と
た
し
話
会、
談
相
を
事
な
ろ
い
ろ
い
け
設

教
方
双
は
か
た
し
話
を
容
内
な
う
よ
の
ど。
す
ま

少
も
員
社
の
社
当、
が
た
し
で
ん
せ
ま
れ
く
て
え

い
よ
？
と
な
か
の
た
き
で
視
観
客
を
事
の
分
自
し

れ
あ
が
会
機
も
後
今。
た
し
ま
り
と
け
う
で
味
意

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
だ
た
い
て
し
解
理
を
力
魅

協会事業

↑ウェルフェアー屋上

↓国際交流センターダンパー ↓国際交流センター器具設置

↑川西市ガス回収

株式会社イトーヨーギョー
神戸市灘区灘北通１０丁目１番１４号

代表取締役  畑中　浩

■ 受入人数 : 2名
■ 受入日程 : 平成26年11月10日（月）～14日（金）

■事業内容　空調、給排水設備工事およびメンテナンス業

部
備
設
築
建

 

　
　
　
　者
任
責

藤
佐

  

也
勝

　年
２・
科
子
電

田
上

 

樹
元

、
ん
く

谷
真

 

汰
龍

ん
く

高校生インターンシップを受け入れました ❸

◆
者
当
担
入
受
◆

インターンシップ（実習）日程表  2014年11月10日～14日
日 時間 場所 担当者

午前

午後 老健施設空調設備更新工事（ウェルフェアーグランデ明石）
工事現場の仕事内容の見学、掃除

設備工事室 
担当：外山

設備工事室 
担当：王野

技術室 担当：
有薗副部長

午前 朝、朝礼参加　自己紹介　意気込み10分前、前年度入社の山中、西奥
社員との面談1H「学生生活と社会人生活との違いについて」

午後 神戸国際交流会館ダンパー設備改修工事
工事現場の仕事内容の見学、軽作業補助

午前 修理メンテナンスの現同行、メンテナンス、軽作業を経験。

午後

午前

午前

午後

午後

現場調査、見積り作成、客先訪問　同行
社内FAX作業、郵送業務手伝い。

現　場

現　場

修理メンテナンスの現同行、メンテナンス、軽作業を経験。 技術室 担当：
大平室長

営業室 担当：
津田室長

担当：榎本、平松技術室 社内倉庫での整理、ガス回収、溶接技術の見学
各種道具の名称、体験
川西建築物空調改修工事
工事現場の内容見学と軽作業、清掃

設備工事室 担当：
田中、佐藤

一週間を振返り感想及び意見交換
終了・解散

業務室
担当：松下、向井業務室

現　場

現　場

現　場

現　場

事務、経理、総務の仕事の流れの体験

真谷 龍汰くん 上田 元樹くん

　

1

い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
き
だ
た
い
て
し
導
指
に
寧
丁

い
た
き
就
に
業
職
の
係
関
気
電、
来
将。
た
し
ま

、
も
で
中
の
事
仕
係
関
気
電。
す
ま
い
て
え
考
と

な
ら
知
を
と
こ
る
あ
が）
容
内
（種
職
の
ん
さ
く
た

な
ば
れ
け
な
か
い
て
し
強
勉
を
と
こ
な
ん
ろ
い、
に

。
た
し
ま
来
出
が
と
こ
く
付
気
も
に
と
こ
い
な
ら

て
し
か
活
に
活
生
校
学
や
定
決
路
進
の
ら
か
れ
こ

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
い

の

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ、
様
皆
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1. 行政関係者との意見交換
県民局長との意見交換　協会活動の認識を深めるため新任県民局長を訪問

● 阪神北県民局長　8月19日（火）
● 東播磨県民局長　8月25日（月）

● 丹波県民局長　　8月19日（火）
● 北播磨県民局長　8月25日（月）

兵庫県県土整備部
住宅建築局
設備課長  因 洋一氏 

兵庫労働局労働基準部
安全課安全専門官
小川江造氏 

一級管工事施工管理技術
検定試験の実力テスト（技術委員会）
● 神戸市勤労会館  7月13日（日）

第39回通常総会（総務委員会）

2. 委員会等による協会事業

● ホテルクラウンパレス神戸  
　5月27日（火）

● ひょうご女性交流会館
　行政懇談会 7月29日（火）　事前に要望事項を提出し、意見交換しました。
　シナリオのない意見交換会 12月18日（木） ※3月にも予定

▶ 2014年7月発行 ゆう和　No.010参照

県土整備部との意見交換会

● 兵庫県議会 会議室　・自民党 9月8日（月）  公明党 7月8日（月）
兵庫県議会（自民党・公明党）との意見交換

「ダイキンHVAC展視察会」開催（技術委員会）
● 京セラドーム大阪スカイホール9階  5月28日（水）

安全衛生大会開催（安全委員会）

会員の皆様の工事現場における労働安全、従業員の安全
衛生・健康管理等の維持増進を目的に毎年実施しています。
今回は、兵庫県労働局講師による建設業の労働災害防止の
ため、安全帯の着用等の具体的な内容や兵庫リスク低減運
動等について講話をしていただきました。また、第２部では兵
庫県県土整備部講師による、建設業を取り巻く現状等につい
て、お話しを伺いました。

平成26年度協会事業

● 神戸市勤労会館　１０月７日（火）

▶ 2014年7月発行 ゆう和　No.010参照 

兵庫県県土整備部
建設業室長
林 雅彦氏
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197人参加で開催されました。

● 暴力団不当要求排除研修及び環境関連講演会開催  神戸市勤労会館  1月27日（火）

クボタ排水システム実験タワー視察会（技術委員会主催）を開催予定  3月11日（水）

チャリティゴルフ大会（安全委員会） 
● 　　　　　　　　　　11月5日（水）
参加者の募金を（公財）兵庫県青少年
本部に寄附しました。

ロータリーゴルフ倶楽部

平成27年新年交礼会
（総務委員会） 

経営開発研修会（経営開発委員会・環境委員会共催）

本誌▶P5

経営開発委員会・環境委員会の共催による
「平成26年度経営開発研修会（毎年実施）」
は、第1部に公益財団法人暴力団追放兵
庫県民センター登録講師の方においでい
ただき、「暴力団不当要求排除研修」が行
われました。また、第2部では人と自然の共
生を考える環境教育の一環として、神戸市
立王子動物園副園長 花木久実子氏に「動
物園の役割と展示のくふう」と題した講演を
していただきました。

お 知 ら せ

平成26年度協会事業

● ホテルクラウンパレス神戸  1月15日（木）

但馬まるごと感動市（豊岡市）

会員11社12名がボランティア活動、賛助会員の協力による協会ブースを出展しました。
● 但馬ドーム  11月8日（土）・9日（日）

12月12日（金）に大西孝理事長に手渡されました。
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施設概要

建築名称 光風病院児童思春期センター「ひかりの森」

● 建設場所 ： 神戸市北区山田町

　　　　　　上谷上字登り尾３番地

● 防火対象物 ： 消防法施行令

　　　　　 別表第一（六）項イ

● 延床面積 ： 約５５５５㎡　

● 階　　数 ： 地上４階、地下１階

● 工　　期 ： 平成２３年５月～
　　　　　　　　　　平成２５年７月

● 設計 ： 兵庫県県土整備部住宅建築局営繕課・設備課、株式会社 梓設計

● 工事監理 ： 兵庫県県土整備部住宅建築局営繕課・設備課

● 施工者【建築工事】ソネック・森長特別共同企業体

　　　　【機械設備工事】伊丹・田染特別共同企業体

　　　　【電気設備工事】西部・尼崎特別共同企業体

　　　　【ガス設備工事】大阪ガス株式会社

　　　　【昇降機設備工事】株式会社日立ビルシステム

　　　　【太陽光発電設備工事】株式会社セイワ電設

県庁だより
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靖

【南東側から見た建物外観】

【敷地内建物配置図】
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施設概要

建築名称 兵庫県立姫路しらさぎ特別支援学校

● 建設場所 ： 姫路市苫編６８８－５８

● 防火対象物 ： 消防法施行令 

　　　　　　別表第一（六）項ニ

● 延床面積 ： 10，039.62㎡

● 階　　数 ： 校舎棟 ： 地上3階、
　　　　　　 、階2上地 ： 館育体
　　　　　 他階１上地 ： 棟属付ループ　

● 工　　期 ： 平成２５年３月～
　　　　　　　　　　平成２６年３月

● 設計 ： 兵庫県県土整備部住宅建築局営繕課・設備課　株式会社 山下設計

● 工事監理 ： 兵庫県県土整備部住宅建築局営繕課・設備課　

● 施工者 、体業企同共別特和三・崎神 ： 舎　校】事工築建【
　　　　　　　　　 社会式株業工路進 ： ループ、社会式株設建南但 ： 館育体

　　　　【機械設備工事】校　舎  ： テラマエ設備工業株式会社、
　　　　　　　　　 グンリアニジンエ西関社会式株 ： ループ・館育体

　　　　【電気設備工事】校　舎  ： 株式会社横山電気、体育館・プール  ： 兵電協同組合

　　　　【昇降機設備工事】フジテック株式会社

　　　　【太陽光発電設備工事】中央電工株式会社

観外観【南東側から見た建物外観】

　【空調・ガス系統図】







私たちは、兵庫県と防災協定を結んでいます。
ライフラインを守り、災害時の復旧に尽くします。

一般社団法人　兵庫県空調衛生工業協会
tel.078-341-0991 fax.078-341-0874

http://www.hyogo-kuei.or.jp
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ココアル
で検索！！

から無料ダウンロードできます。
下のQRコード、もしくはiPhonや
i P a dなどの i O S搭載機種は
App Storeへ接続します。
Android端末はGoogle Prayへ
接続します。

COCOARを検索し、COCOARアプリ
（無料）をダウンロードして下さい。
※対応OS：iOS5.0以上、Android4.0以上
　（And r o i dは一部対応していない場合が
　ございます。）

▲ iOSはこちら ▲ Androidはこちら

①アプリを起動し、画面の
　マークをタップ（突く）します。

②　　　     マークのついた表紙

　の画像にかざしてみて下さい。

円で、囲まれたエリアに
カメラを向けてピント
が合うのを待ちます。

※画面に光が反射しない環境でスキャンしてください。

❶「COCOAR（ココアル）アプリ」は ❷

❸ COCOARを使って動画
　を見る方法

③ 動画が始まります。

新年交礼会の模様の動画を、スマートフォンまたはタブレット型端末でご覧いただくために。

③ 動画が始まります。す。す

平成27年   新年交礼会
日時　平成27年1月15日（木）
場　所 ホテルクラウンパレス神戸

5階 ボールルーム

円で、囲まれたエリアに




